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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補修に関する技術情報で，国土交通省によるものとしては，
耐久性総プロの際の補修指針（案）があります。
しかし，当時の検討から時間も経っており，
補修の不具合を避けるために新しい情報を紹介したいと考え，
今回のマニュアル（案）を提案しました。

学会から各種指針がでている。
示方書は、維持管理全般にわたる基本理念が記され、
各指針では、個別の補修工法についてとりまとめられている。

実務者にとっては、補修に関わる基本理念が一貫していることが重要である．
本マニュアル（案）では，補修に関わる基本理念から、各補修工法の選定方法，選定した補修工法の設計・施工方法に至るまで，
共通の考えに基づいて１冊の本に取り纏めた．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マニュアルの構成

今日の説明は１～５の順
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように不具合事例をみると，

①劣化状況の判断
②材料・工法の選定
③補修工事の管理
に問題があったことが推測されるので，
得られた知見を共通編や工法別編の作成の際に参考にしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に共通編の概要について紹介します。


HiEiR @ERIFTOIETE>FE LIEDETE

<WEEXK?> <EFLLEZE>
¢« BEDOEENDHTIES ¢ WEARHMZTROTIEZ
ETE ETE
— FBUBFITIETIINT HFHIE - BETHHNEELTLNSLD
ELTHTEEBEIEZERAL T, BREN%WaV91)—k
T:o %Bﬁkibé:ao
o ANYYRTHMHZTERE “
— AIZBEYEEREA10%S VD — BT DRAIIFRETELHEH
TCAREE. [CIEFE->TLVHaM "7
_ AlZBEYUBIELA A DL - BEICAWDHIEMICRELR
R HHS20%/NELVD TAE VAL (LA 20 2
ETE, — BELEHEDELIEXEX

ED2THM?

EZHEMAFEEN LRFAER


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補修方法の具体的な選定では，従来は，
ともすれば，
既往の実績だけ見て補修工法を決めたり，
材料のスペック表のみで補修材料を選定したり，
ということになろうかと思います。
これでも多くの場合は，問題なく補修できていたかもしれません。

しかし，本来の望ましい姿としては，
補修の方針を決めてそれに適した工法を選定し，
補修の方針に沿って，必要な材料の性能を検討することかと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
要求性能に基づく補修方針の設定という考え方は、外国にもある。

コンクリート構造物の維持管理、補修補強に かかる国際規格
ISO 16311 Maintenance and repair of concrete structures
（コンクリート 構造物の維持管理と補修）　　の、

補修方針の分類を示す。

補修方針がメカニズムごとに非常に原理的に分類されている、
たとえば、
補修方針は、No.1劣化因子（水）の浸透防止、No.2水分コントロール、、、などであり、
それに対応する具体の対策の例としては，
・・・・などがある。

しかし、補修対象となる構造物の劣化原因や 劣化の程度と結びつけられていないため、
このままでは現場への適用が難しい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし，どうやって補修方針を選定するか，というところが難しいので
マニュアル（案）では，塩害，凍害，ASRなどの代表的な劣化について，
考えられる補修方針を示した。



表の側左２列は、劣化の兆候が外観からではほとんど認められない状況
→　予防保全的な位置づけである。　　が、対策工の設計においては、
　　　隣接した箇所や類似の部材が工事の対象範囲となる等、
　　　補修対策範囲の設定などで　　　重要な段階となる。
　この段階では、劣化因子である塩分や水分の遮断が主な対策となる。

劣化の進行に伴い生じる外観の異常が右方向に展開され、それらの段階で必要となる、
補修に求める補修方針と一般的な対策工法を列記した。

塩害の場合は、劣化が進行すると再構築も視野にいれる必要があり、
初期段階での予防保全が重要となる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際に工法を選択する時の留意点を整理した。

ここには塩害の例を示す。

水処理とは、コンクリート表面に長時間、滞水が生じないように、水回りを検討し、排水管理（土砂の撤去など）を行うことである。
水処理は、全ての劣化に共通して有効で、最も基本的な措置として、実施することを基本とした。

その他の補修工法には、各種留意事項があり、専門的な知識に基づいて選択しなければならない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際に工法を選択する時の留意点を整理した。

ここには塩害の例を示す。

水処理とは、コンクリート表面に長時間、滞水が生じないように、水回りを検討し、排水管理（土砂の撤去など）を行うことである。
水処理は、全ての劣化に共通して有効で、最も基本的な措置として、実施することを基本とした。

その他の補修工法には、各種留意事項があり、専門的な知識に基づいて選択しなければならない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
共通編で強調したいことが，もう一点あります。
それは，補修する構造物の現況と，補修設計条件が整合していることを確認することです。

補修設計のために実施される調査から補修の施工までに期間が経過しないことが望ましいが，�実際には，間があいて，構造物の劣化が進行している場合があります．
例えば、
・ひび割れの有無やひび割れ幅
・ひび割れからの漏水（漏水跡），
　析出物や錆汁の有無
・浮き，剥離，剥落の発生範囲
などに注意が必要である。

これを無視して設計どおりに補修することが不具合の原因となることも考えられるので，特に強調しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に表面被覆・含浸工法について紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表面被覆・含浸工法編では，表面被覆工法と表面含浸工法を対象にしています。

マニュアルでは，特に補修を失敗しないための留意点を示すことに注力しました。

例えば，施工する箇所の事前の調査や，施工管理が重要であることを示している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この表は、表面被覆工法と表面含浸工法に必要な施工管理項目の例を示す。
これらの中で、たくさん項目がありますが
特に重要なのものとして，例えば
①温湿度、②露点温度、③表面含水率
をきちんと管理しておかないと，結露による不具合もありうるということで，これらを挙げています。

それ以外でも，不具合事例週を見ていただくと，例えば，粉じん等による不具合の例もあります。

したがって，不具合を生じさせないための管理項目として，これらを挙げています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に断面修復工法の概要について紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
断面修復工法の、要求性能や評価試験方法について研究を行い、その成果をマニュアルとして整理した。
断面修復工法は、使用する材料や施工方法などが多枝にわたるが、その全てを研究対象とすることは難しい。
そこで、基本的なものに絞って研究を行った。
施工の方法としては、左官工法、充塡工法、吹付け工法などがあるが、最も基本的な工法である左官工法を対象とした。
断面修復材料に関しても、一般的に使用実績が多いセメントモルタルおよびポリマーセメントモルタルを対象とした。

マニュアルとしては、断面修復材そのものに求める性能の他に
下地との付着界面における性能も重要であるため、これらを検討した。
養生の重要性、等について提案を行った。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
過去の耐久性総プロ時の検討では，断面修復材の性能については，
強度やひび割れ抵抗性に関するものしかなかった。

本，マニュアル（案）では，ここに示すように，特に耐久性に関するものについて
種々の照査方法を整理しました。

今日は，時間も限られていることから，塩分浸透抵抗性に関する内容を少し紹介します。




-----
プレミックスのモルタルと、生コンプラントで製造される高流動コンクリートに分けて整理
高流動コンクリートについては、ＪＩＳの材料を使用した場合、通常のコンクリートと同様にW/Cによる照査等でＯＫ
プレミックス品は、配合が公表されないものが大半なので、性能照査（カタログ値等の確認）を基本
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
過去の耐久性総プロ時の検討では，断面修復材の性能については，
強度やひび割れ抵抗性に関するものしかなかった。

本，マニュアル（案）では，ここに示すように，特に耐久性に関するものについて
種々の照査方法を整理しました。

今日は，時間も限られていることから，塩分浸透抵抗性に関する内容を少し紹介します。
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プレミックスのモルタルと、生コンプラントで製造される高流動コンクリートに分けて整理
高流動コンクリートについては、ＪＩＳの材料を使用した場合、通常のコンクリートと同様にW/Cによる照査等でＯＫ
プレミックス品は、配合が公表されないものが大半なので、性能照査（カタログ値等の確認）を基本
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にひび割れ修復工法の概要について紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ひび割れ修復工法編では，要求性能や施工性・耐久性について研究を行い、その成果をマニュアルとして整理した。
ひび割れ修復工法は、ひび割れ注入工法，ひび割れ充塡工法，ひび割れ被覆工法に大別できるが，ひび割れ充塡工法は断面修復工法，ひび割れ被覆工法は表面被覆工法と性能が類似していることから，マニュアルでは主にひび割れ注入工法を対象とした．ひび割れ注入工法には，低圧注入と高圧注入があるが，本日は最近の主流である低圧注入工法の
樹脂系（エポキシ，アクリル）およびセメント系（超微粒子セメント）の注入材を使用する工法を対象に説明する．

マニュアルとしては，注入材の注入充填性能（施工性）から設計・施工における留意点として，環境条件における施工時の留意点と材料選定時の留意点，
注入施工時の一般的な留意点と監督員の確認事項（確認したほうが良い事項も含む），注入工法の析出物対処方法の提案，付属資料として注入後の品質管理方法（案）を掲載した．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本対処方法は、閉塞調査を行って閉塞を部分的に除去したクロスカットを再利用し、
クロスカット内に確保されたひび割れの空隙を注入口として注入器具をセットして注入する方法です．
座金タイプの注入器であれば取り付け可能であり、クロスカットも析出物を除去する電気工具を活用できるなど、
現場での作業負担も少ない方法です．
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